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平成２０年１１月１６日、第２回目の開催となる『保護者＆支援者の会』を行い、４０名を超える参

加をただきました。分科会では、テーマを「家庭内での関係づくり」と「仕事に就く・働くこと」に分

け、各グループにて保護者の皆様同士がそれぞれの悩みや疑問、希望などを共有していただけたのでは

ないでしょうか。 

 保護者＆支援者の会終了後には、札幌ワーカーズ（仮称） 

のメンバーによる「利用者と保護者の親睦会」が行われ、

一緒に鍋を囲んで楽しい時間を過ごすことができまし

た。親睦会に参加された方からは「○○なとき、親に対

してどう思うの？」「どう接したらいいの？」など自分

の子どもには聞けないことを子どもの立場にある利用

者へ率直に質問できたことが大きな収穫となったとご

感想をいただきました。利用者にとっても「親はこう考

えているんだ」と改めて気付きを得られたようです。 

 

 

ちょっと遅くなりましたが、新年明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。 

さて、次回のサポステ保護者の会は、道外からもゲストをお招きして、北海道大学を会場に実施します。学校から社会

への移行期に様々な課題に直面している若者たちや家族が、どのような活動をしてどのような道を歩み始めているのかと

いった内容について、皆様からの質問事項も取り上げながら、基調講演とパネルディスカッションを行います。 

また、私たちが展開している札幌の定時制高校との取り組みも題材にしながら、学校から社会への移行に関する現状と

課題、親の役割について討論していきたいと思います。 

 学齢期のお子様や学齢期を越してひきこもり状態にあるお子様がいらっしゃるご家族の方、また、様々な課題を抱えて

社会的自立に困難を抱える若者の保護者の方までを幅広く対象としておりますので、奮ってご参加いただければ幸いです。 

〈運営統括 穴澤義晴〉 

 

（財）札幌市青少年女性活動協会（北海道若者サポートステーション受託実施団体）主催 保護者向けセミナー 

いまいまいまいま、、、、学校学校学校学校からからからから社会社会社会社会にににに出出出出るということるということるということるということ    

平成２１年２月２２日（日）  １３：３０～１６：００（受付１３：００～） 

○基調講演 『いま、学校から社会に出るということ』 

○パネルディスカッション 

・学校から社会への移行に関する現状と課題、親の役割について 

・札幌の定時制高校の取り組み事例から、学校における進路相談のあり方を考える 
 

ところ 北海道大学人文・社会科学総合研究棟 W102 （札幌市北区北 10 条西 7 丁目 札幌駅より徒歩 10 分） 

※自家用車での来場はできません。  

 

その他 主に学校から社会への移行期にある若者の保護者を対象としていますが、どなたでも参加いただけます 

 

問い合わせ・申込み  事前申込が必要です。詳しくは別紙のセミナー案内をご覧ください。 

 
 

【親睦会の様子】 
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親親親親 のののの 会 情 報会 情 報会 情 報会 情 報     編集後記編集後記編集後記編集後記    
ひきこもりの子どもをもつ親（家族）＆当事者の会 

スペーススペーススペーススペース・・・・からころからころからころからころ    
『スペース・からころ』は、社会的なひきこもりの方とその家族が

集い、悩みを語り合い、支え合い、情報を交換できる「居場所づく

り」を目指しています。 

 ≪日 時≫ 毎月第１＆３木曜日 13:00～16:00  

     ≪会 場≫ かでる 2.7（札幌市中央区北 2 条西 7 丁目） 

     ≪参加費≫ 500 円（一家族） ※当事者は無料 

      ☆希望者はカウンセリングも受けられます 

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇連 絡 先◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

TEL 090-1389-2489（ヨシダ） 090-2076-0492（イワクマ）    

    

自然をはじめとしたあらゆる環境

問題がクローズアップされていま

す。バランスの取れた環境のこと

を考えたいと思っています。〈ゆ〉 

ここ数年、痛いほどの寒さはどこ

へ行ったのでしょう？今年も雪解

けとともに新しい芽生えある爽や

かな季節が訪れますように…〈さ〉 

サポステホームページでは、実施中の各プログラムの毎回のリポートリポートリポートリポートをご覧いただけます。 

ブログブログブログブログページではスタッフによるコラムも掲載中です。http://saposute.nethttp://saposute.nethttp://saposute.nethttp://saposute.net//// 

                V O I C EV O I C EV O I C EV O I C E     
 

 

 

随時更新中随時更新中随時更新中随時更新中    

 

昨年夏、切羽詰る状況に陥り、高校時代の担任のも

とを訪れた。現在レッツ円山スタッフの松田氏は、進

路アドバイザーとして母校の相談員をしていた。今も

連絡を取り合っていると聞き、担任に仲介役をお願い

してレッツへ通い、ワーカーズファームに参加するこ

とにした。 

私は心のケアを行っている施設へ３年間通ってい

る。今まで女性の空間で過ごしていたために、当初は

動揺が強かった。今では随分と楽しめている。人は人

との繋がりで成長し回復するものと私は思う。 

 〈ワーカーズファーム参加者 K〉 

※「レッツ」はプログラムを実施している施設の名称です 

「今の状態は続かない」という危機感があり、「働

きたいけど何処に行ったらいいのかわからない」そう

思っていたとき、知人からサポステの情報を聞いて来

ました。面談を続けながらワーカーズキャンプに半年

ほど参加。そこで出会った苦労をわかってもらえる仲

間の存在が大きかったです。昨年の春、今の職場へ就

職したときは、自分でもわからない何かからの解放感

がありました。前職を退職してから動けなかった時間

が長かった分、サポステでの出会いで少し変わった今

の自分があると思います。正直、働いてからの方が大

変ですが、今はたまに息抜きに立ち寄っています。 

 〈元サポートステーション利用者〉 

拡拡拡拡    大大大大    版版版版    
現参加者現参加者現参加者現参加者とととと卒業生卒業生卒業生卒業生ののののおおおお二人二人二人二人のののの声声声声をごをごをごをご紹介紹介紹介紹介    

昨年１２月までに実施していたワーカーズキャンプをリニューアルし、新たな就労プログラム

『ワーカーズチャレンジ』を１月からスタートしました。 

雑誌や新聞を活用して求人探しを行う従来のプログラムを受け継ぐほか、最近に気なる時事問

題や悩みなどについて各自発表して、その事柄についてみんなで一緒に考え共有し合う座談会な

ども行っています。新たに、月一回の就職ミニセミナーも取り入れており、今後は企業セミナー

の参加や外部講師の招聘などを行い、参加者の要望を採り入れながら就労に向けたそれぞれの活

動をサポートしていきます。 

≪実施日≫毎週火曜日 １３：００～１６：００   ≪会 場≫Let’s 中央 

≪参加費≫無料 ※外部でプログラムを実施する場合は交通費等をお支払いいただく場合があります 

※ 
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